
会

計

検

査

院

規

則

第

一

号

会

計

検

査

院

法

（

昭

和

二

十

二

年

法

律

第

七

十

三

号

）

第

二

十

四

条

の

規

定

に

基

づ

き

、

計

算

証

明

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

を

次

の

よ

う

に

定

め

る

。

令

和

元

年

五

月

二

十

八

日

会

計

検

査

院

長

柳

麻

理

計

算

証

明

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

計

算

証

明

規

則

（

昭

和

二

十

七

年

会

計

検

査

院

規

則

第

三

号

）

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

第

一

条

の

四

第

一

項

中

「

日

本

工

業

規

格

」

を

「

日

本

産

業

規

格

」

に

改

め

る

。

第

六

十

一

条

第

一

項

中

「

平

成

何

年

度

末

現

在

欄

」

を

「

何

年

度

末

現

在

欄

」

に

改

め

る

。

平
成
何
年
度

令
和
何
年
度

日
本
工
業
規
格

日
本

第

一

号

書

式

及

び

第

一

号

の

二

書

式

中

「

」

を

「

」

に

、

「

」

を

「

」

に

改

め

る

。

産
業
規
格

第

二

号

の

二

書

式

中

「

」

を

「

」

に

、

「

」

を

「

」

に

、

平
成
何
年
度

令
和
何
年
度

日
本
工
業
規
格

日
本
産
業
規
格

「

」

を

「

」

に

改

め

る

。

平
成
何
年
４
月
か
ら
平
成
何
年
６
月
ま
で

何
年
４
月
か
ら
何
年
６
月
ま
で

第

二

号

の

三

書

式

中

「

」

を

「

」

に

、

「

」

を

「

」

に

改

平
成
何
年
度

令
和
何
年
度

日
本
工
業
規
格

日
本
産
業
規
格

め

る

。



第

二

号

の

四

書

式

中

「

」

を

「

」

に

、

「

」

を

「

」

に

、

平
成
何
年
度

令
和
何
年
度

日
本
工
業
規
格

日
本
産
業
規
格

「

」

を

「

」

に

改

め

る

。

欠
損
補
て
ん

そ
の
補
塡

平
成
何
年
度

令
和
何
年
度

日
本
工
業
規
格

日
本

第

二

号

の

五

書

式

及

び

第

三

号

書

式

中

「

」

を

「

」

に

、

「

」

を

「

」

に

改

め

る

。

産
業
規
格

第
二
十
一
条
の
二
及
び
第
三
十
条
の
八
関
係

第
二
十
一
条
の

第

三

号

の

二

書

式

及

び

第

三

号

の

三

書

式

中

「

」

を

「

」

に

改

め

る

。

二
第
三
十
条
の
八
関
係

、

第

三

号

の

五

書

式

中

「

」

を

「

」

に

、

「

」

を

「

」

に

改

平
成
何
年
度

令
和
何
年
度

日
本
工
業
規
格

日
本
産
業
規
格

め

る

。

平
成
何
年
度

令
和
何
年
度

日
本
工
業
規
格

日
本
産
業
規
格

欠

第

四

号

書

式

中

「

」

を

「

」

に

、

「

」

を

「

」

に

、

「

」

を

「

」

に

改

め

る

。
損
補
て
ん

そ
の
補
塡

平
成
何
年
度

令
和
何
年
度

日
本
工
業
規
格

日
本
産
業

第

五

号

書

式

及

び

第

六

号

書

式

中

「

」

を

「

」

に

、

「

」

を

「

」

に

、

「

」

を

「

」

に

改

め

る

。

規
格

補
て
ん

補
塡

第

六

号

の

二

書

式

中

「

」

を

「

」

に

、

「

」

を

「

」

に

改

平
成
何
年
度

令
和
何
年
度

日
本
工
業
規
格

日
本
産
業
規
格

め

る

。

平
成
何
年
度

令
和
何
年
度

平
成
何
年
度
末
現
在

第

七

号

書

式

か

ら

第

九

号

書

式

ま

で

の

書

式

中

「

」

を

「

」

に

、

「

何
年
度
末
現
在

平
成
何
年
度
間
増
減

何
年
度
間
増
減

日
本
工
業
規
格

日
本

」

を

「

」

に

、

「

」

を

「

」

に

、

「

」

を

「



」

に

改

め

る

。

産
業
規
格

第

十

号

書

式

中

「

」

を

「

」

に

改

め

る

。

平
成
何
年
何
月
分

何
年
何
月
分

附

則

１

こ

の

規

則

は

、

公

布

の

日

か

ら

施

行

す

る

。

た

だ

し

、

第

一

条

の

四

第

一

項

の

改

正

規

定

並

び

に

第

一

号

書

式

、

第

一

号

の

二

書

式

、

第

二

号

の

二

書

式

か

ら

第

三

号

書

式

ま

で

、

第

三

号

の

五

書

式

、

第

四

号

書

式

、

第

五

号

書

式

及

び

第

六

号

書

式

か

ら

第

九

号

書

式

ま

で

の

改

正

規

定

中

「

」

を

「

」

に

改

め

る

部

日
本
工
業
規
格

日
本
産
業
規
格

分

は

、

令

和

元

年

七

月

一

日

か

ら

施

行

す

る

。

平
成

２

こ

の

規

則

中

前

項

の

規

定

に

よ

り

公

布

の

日

か

ら

施

行

さ

れ

る

部

分

（

第

二

号

の

二

書

式

の

改

正

規

定

中

「

」

を

「

」

に

改

め

る

部

分

を

除

く

。

）

に

係

る

何
年
４
月
か
ら
平
成
何
年
６
月
ま
で

何
年
４
月
か
ら
何
年
６
月
ま
で

改

正

後

の

計

算

証

明

規

則

の

規

定

は

、

令

和

元

年

度

分

以

降

の

計

算

証

明

に

つ

い

て

適

用

し

、

平

成

三

十

年

度

分

ま

で

の

計

算

証

明

に

つ

い

て

は

、

な

お

従

前

の

例

に

よ

る

。



新
旧
対
照

◎
計
算
証
明
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
会
計
検
査
院
規
則
第
三
号
）
（
抄
）

傍
線
部
分
が
改
正
箇
所

改

正

後

改

正

前

（
電
磁
的
記
録
に
よ
る
計
算
証
明
）

（
電
磁
的
記
録
に
よ
る
計
算
証
明
）

第
一
条
の
三

（
略
）

第
一
条
の
三

（
同
上
）

第
一
条
の
四

会
計
検
査
院
法
第
二
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
会
計
検
査
院
規
則
で

第
一
条
の
四

会
計
検
査
院
法
第
二
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
会
計
検
査
院
規
則
で

定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
記
録
媒
体
に
計
算
証
明
書
類
に
記
載
す

定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
記
録
媒
体
に
計
算
証
明
書
類
に
記
載
す

べ
き
事
項
を
記
録
し
た
も
の
と
す
る
。

べ
き
事
項
を
記
録
し
た
も
の
と
す
る
。

一

光
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
（
日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
七
五
又
は
Ｘ
六
二
七
七

一

光
デ
ィ
ス
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
（
日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
七
五
又
は
Ｘ
六
二
七
七

に
適
合
す
る
幅
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
に
限
る
。
）

に
適
合
す
る
幅
九
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
に
限
る
。
）

二

光
デ
ィ
ス
ク
（
次
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
）

二

光
デ
ィ
ス
ク
（
次
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
）

イ

日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
八
一
又
は
Ｘ
六
二
八
二
に
適
合
す
る
直
径
百
二
十
ミ

イ

日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
八
一
又
は
Ｘ
六
二
八
二
に
適
合
す
る
直
径
百
二
十
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
の
も
の

リ
メ
ー
ト
ル
の
も
の

ロ

日
本
産
業
規
格
Ｘ
六
二
四
一
又
は
Ｘ
六
二
四
五
に
適
合
す
る
直
径
百
二
十
ミ

ロ

日
本
工
業
規
格
Ｘ
六
二
四
一
又
は
Ｘ
六
二
四
五
に
適
合
す
る
直
径
百
二
十
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
の
も
の

リ
メ
ー
ト
ル
の
も
の

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
同
上
）

（
未
供
用
物
品
等
調
書
等
の
添
付
）

（
未
供
用
物
品
等
調
書
等
の
添
付
）

第
六
十
一
条

物
品
管
理
計
算
書
に
は
、
同
計
算
書
の
本
年
度
末
に
係
る
何
年
度
末
現

第
六
十
一
条

物
品
管
理
計
算
書
に
は
、
同
計
算
書
の
本
年
度
末
に
係
る
平
成
何
年
度

在
欄
に
記
入
し
た
物
品
の
う
ち
、
供
用
し
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
に

末
現
在
欄
に
記
入
し
た
物
品
の
う
ち
、
供
用
し
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
次
の
各

掲
げ
る
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
し
た
調
書
を

号
に
掲
げ
る
区
分
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
し
た
調

添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
同
上
）

２

（
略
）

２

（
同
上
）



※改正箇所は網掛け部分。

改 正 後 改 正 前

第一号書式（第十一条の三関係）

何 省 （ 何 庁 ） 所 管

令 和 何 年 度

何 々 会 計

債 権 管 理 計 算 書

添 付 書 類

何 々

証 拠 書 類

書 面 何 冊 何 枚

記 録 媒 体 何 枚

庁 名

職 官 氏 名 印

年 月 日 提 出

（表は略）

参 考

１ 用紙の寸法は、（その１）及び（その２）の各片とも、それぞれ、日本産業規格Ａ列４とすること。

２～１１ （略）

１２ 証明期間が三月の場合の計算書には「令和何年度」の下に「何年何月から何年何月までの分」と記入し、債権

管理の表は、この表の書式に準じて作成すること。

（以下略）

第一号書式（第十一条の三関係）

何 省 （ 何 庁 ） 所 管

平 成 何 年 度

何 々 会 計

債 権 管 理 計 算 書

添 付 書 類

何 々

証 拠 書 類

書 面 何 冊 何 枚

記 録 媒 体 何 枚

庁 名

職 官 氏 名 印

年 月 日 提 出

（同左）

参 考

１ 用紙の寸法は、（その１）及び（その２）の各片とも、それぞれ、日本工業規格Ａ列４とすること。

２～１１ （同左）

１２ 証明期間が三月の場合の計算書には「平成何年度」の下に「何年何月から何年何月までの分」と記入し、債権

管理の表は、この表の書式に準じて作成すること。

（同左）



第一号の二書式（第十二条関係）

何省（何庁）主管（所管）

最終の計算書のときは、
令 和 何 年 度

その旨を記入すること。

何 年 何 月 か ら 何 年 何 月 ま で の 分

何 々 会 計

歳 入 徴 収 額 計 算 書

添 付 書 類

何 々

証 拠 書 類

書 面 何 冊 何 枚

記 録 媒 体 何 枚

庁 名

職 官 氏 名 印

年 月 日 提 出

（表は略）

参 考

１ 用紙の寸法は、日本産業規格Ａ列４とすること。

２～９ （略）

（以下略）

第二号の二書式（第十九条の二関係）

最終の計算書のときは、
令 和 何 年 度

その旨を記入すること。
何 年 何 月 分

国 税 収 納 金 整 理 資 金 徴 収 額 計 算 書

添 付 書 類

何 々

証拠書類

書面 何冊何枚

記録媒体 何枚

庁 名

職 官 氏 名 印

年 月 日 提 出

（表は略）

参 考

１ 用紙の寸法は、日本産業規格Ａ列４とすること。

２～６ （略）

（中略）

第一号の二書式（第十二条関係）

何省（何庁）主管（所管）

最終の計算書のときは、
平 成 何 年 度

その旨を記入すること。

何 年 何 月 か ら 何 年 何 月 ま で の 分

何 々 会 計

歳 入 徴 収 額 計 算 書

添 付 書 類

何 々

証 拠 書 類

書 面 何 冊 何 枚

記 録 媒 体 何 枚

庁 名

職 官 氏 名 印

年 月 日 提 出

（同左）

参 考

１ 用紙の寸法は、日本工業規格Ａ列４とすること。

２～９ （略）

（同左）

第二号の二書式（第十九条の二関係）

最終の計算書のときは、
平 成 何 年 度

その旨を記入すること。
何 年 何 月 分

国 税 収 納 金 整 理 資 金 徴 収 額 計 算 書

添 付 書 類

何 々

証拠書類

書面 何冊何枚

記録媒体 何枚

庁 名

職 官 氏 名 印

年 月 日 提 出

（同左）

参 考

１ 用紙の寸法は、日本工業規格Ａ列４とすること。

２～６ （同左）

（同左）



第二号の三書式（第十九条の六関係）

最終の計算書のときは、
令 和 何 年 度

その旨を記入すること。

何 年 何 月 分

国 税 収 納 金 整 理 資 金 支 払 命 令 額 計 算 書

証 拠 書 類

書 面 何 冊 何 枚

記 録 媒 体 何 枚

庁 名

職 官 氏 名 印

年 月 日 提 出

（表は略）

参 考

１ 用紙の寸法は、国税収納金整理資金支払命令の表は、日本産業規格Ａ列４とすること。

２～４ （略）

第二号の三書式（第十九条の六関係）

最終の計算書のときは、
平 成 何 年 度

その旨を記入すること。

何 年 何 月 分

国 税 収 納 金 整 理 資 金 支 払 命 令 額 計 算 書

証 拠 書 類

書 面 何 冊 何 枚

記 録 媒 体 何 枚

庁 名

職 官 氏 名 印

年 月 日 提 出

（同左）

参 考

１ 用紙の寸法は、国税収納金整理資金支払命令の表は、日本工業規格Ａ列４とすること。

２～４ （同左）

丙 収納済額と日本銀行領収済額との対照

摘 要 金 額 備 考

円
収納済額

前年度整理期限までに国税収納官吏が領収し 何円は某扱いの分何々の理由による。
た収納金のうち前年６月３０日までに日本銀
行に払込みをしなかったもので、本年６月３
０日までに日本銀行に払込みをしたもの

何会計歳入金を国税収納金として日本銀行に 何年何月据置整理の分
払込みをしたもの

何 々 〃

計

本年度整理期限までに国税収納官吏が領収し 何円は某扱いの分何々の理由による。
た収納金のうち本年６月３０日までに日本銀
行に払込みをしなかったもの

国税収納金を何会計歳入金として日本銀行に 何年何月据置整理の分
払込みをしたもの

何 々 〃

計

差 引 計

日本銀行領収済通知総額（何年４月から何年
６月までの分）

参 考 （略）

丙 収納済額と日本銀行領収済額との対照

摘 要 金 額 備 考

円
収納済額

前年度整理期限までに国税収納官吏が領収し 何円は某扱いの分何々の理由による。
た収納金のうち前年６月３０日までに日本銀
行に払込みをしなかったもので、本年６月３
０日までに日本銀行に払込みをしたもの

何会計歳入金を国税収納金として日本銀行に 何年何月据置整理の分
払込みをしたもの

何 々 〃

計

本年度整理期限までに国税収納官吏が領収し 何円は某扱いの分何々の理由による。
た収納金のうち本年６月３０日までに日本銀
行に払込みをしなかったもの

国税収納金を何会計歳入金として日本銀行に 何年何月据置整理の分
払込みをしたもの

何 々 〃

計

差 引 計

日本銀行領収済通知総額（平成何年４月から
平成何年６月までの分）

参 考 （同左）



第二号の四書式（第十九条の八関係）

最終の計算書のときは、
令 和 何 年 度

その旨を記入すること。

何年何月から何年何月までの分

国 税 収 納 金 等 現 金 出 納 計 算 書

添 付 書 類

何 々

証 拠 書 類

書 面 何 冊 何 枚

記 録 媒 体 何 枚

庁 名

職 官 氏 名 印

年 月 日 提出

（表は略）

参 考

１ 用紙の寸法は、日本産業規格Ａ列４とすること。

２ （略）

３ 現金を亡失し、又はその補塡を受けたものがあるときは、その旨及び金額を備考欄に記入すること。

４～６ （略）

第二号の五書式（第十九条の十三関係）

令 和 何 年 度

物 納 額 計 算 書

証 拠 書 類

書 面 何 冊 何 枚

記 録 媒 体 何 枚

庁 名

職 官 氏 名 印

年 月 日 提 出

（表は略）

参 考 用紙の寸法は、日本産業規格Ａ列４とすること。

第二号の四書式（第十九条の八関係）

最終の計算書のときは、
平 成 何 年 度

その旨を記入すること。

何年何月から何年何月までの分

国 税 収 納 金 等 現 金 出 納 計 算 書

添 付 書 類

何 々

証 拠 書 類

書 面 何 冊 何 枚

記 録 媒 体 何 枚

庁 名

職 官 氏 名 印

年 月 日 提出

（同左）

参 考

１ 用紙の寸法は、日本工業規格Ａ列４とすること。

２ （同左）

３ 現金を亡失し、又は欠損補てんを受けたものがあるときは、その旨及び金額を備考欄に記入すること。

４～６ （同左）

第二号の五書式（第十九条の十三関係）

平 成 何 年 度

物 納 額 計 算 書

証 拠 書 類

書 面 何 冊 何 枚

記 録 媒 体 何 枚

庁 名

職 官 氏 名 印

年 月 日 提 出

（同左）

参 考 用紙の寸法は、日本工業規格Ａ列４とすること。



第三号書式（第二十条関係）

何省（何庁）所管

最終の計算書のときは、
令 和 何 年 度

その旨を記入すること。

何 年 何 月 分

何 々 会 計

支 出 計 算 書（官 署 分）

添 付 書 類

何 々

証 拠 書 類

書 面 何 冊 何 枚

記 録 媒 体 何 枚

庁 名

職 官 氏 名 印

年 月 日 提 出

（表は略）

参 考

１ 用紙の寸法は、日本産業規格Ａ列４とすること。

２～５ （略）

（以下略）

第三号の二書式（第二十一条の二、第三十条の八関係）

主 要 経 費 別 内 訳 表

（以下略）

第三号の三書式（第二十一条の二、第三十条の八関係）

事 項 別 内 訳 表

（以下略）

第三号書式（第二十条関係）

何省（何庁）所管

最終の計算書のときは、
平 成 何 年 度

その旨を記入すること。

何 年 何 月 分

何 々 会 計

支 出 計 算 書（官 署 分）

添 付 書 類

何 々

証 拠 書 類

書 面 何 冊 何 枚

記 録 媒 体 何 枚

庁 名

職 官 氏 名 印

年 月 日 提 出

（同左）

参 考

１ 用紙の寸法は、日本工業規格Ａ列４とすること。

２～５ （同左）

（同左）

第三号の二書式（第二十一条の二及び第三十条の八関係）

主 要 経 費 別 内 訳 表

（同左）

第三号の三書式（第二十一条の二及び第三十条の八関係）

事 項 別 内 訳 表

（同左）



第三号の五書式（第三十条の七関係）

最終の計算書のときは、
令 和 何 年 度

その旨を記入すること。
何 年 何 月 分

支 出 計 算 書（ セ ン タ － 分 ）

添 付 書 類

何 々

証 拠 書 類

書 面 何 冊 何 枚

記 録 媒 体 何 枚

庁 名

職 官 氏 名 印

年 月 日 提 出

（表は略）

参 考

１ 用紙の寸法は、日本産業規格Ａ列４とすること。

２～４ （略）

（以下略）

第四号書式（第三十一条関係）

何省（何庁）主管（所管）

令 和 何 年 度

何 々 会 計

収 入 金 現 金 出 納 計 算 書

添 付 書 類

何 々

証 拠 書 類

書 面 何 冊 何 枚

記 録 媒 体 何 枚

庁 名

職 官 氏 名 印

年 月 日 提出

（表は略）

参 考

１ 用紙の寸法は、日本産業規格Ａ列４とすること。

２ （略）

３ 現金を亡失し、又はその補塡を受けたものがあるときは、その旨及び金額を備考欄に記入すること。

４・５ （略）

第三号の五書式（第三十条の七関係）

最終の計算書のときは、
平 成 何 年 度

その旨を記入すること。
何 年 何 月 分

支 出 計 算 書（ セ ン タ － 分 ）

添 付 書 類

何 々

証 拠 書 類

書 面 何 冊 何 枚

記 録 媒 体 何 枚

庁 名

職 官 氏 名 印

年 月 日 提 出

（同左）

参 考

１ 用紙の寸法は、日本工業規格Ａ列４とすること。

２～４ （同左）

（同左）

第四号書式（第三十一条関係）

何省（何庁）主管（所管）

平 成 何 年 度

何 々 会 計

収 入 金 現 金 出 納 計 算 書

添 付 書 類

何 々

証 拠 書 類

書 面 何 冊 何 枚

記 録 媒 体 何 枚

庁 名

職 官 氏 名 印

年 月 日 提出

（同左）

参 考

１ 用紙の寸法は、日本工業規格Ａ列４とすること。

２ （同左）

３ 現金を亡失し、又は欠損補てんを受けたものがあるときは、その旨及び金額を備考欄に記入すること。

４・５ （同左）



第五号書式（第三十五条関係）

何 省 （ 何 庁 ） 所 管
最終の計算書のときは、令 和 何 年 度 その旨を記入すること。

何 年 何 月 分
何 々 会 計

前 渡 資 金 出 納 計 算 書
添 付 書 類

何 々
証 拠 書 類

書 面 何 冊 何 枚
記 録 媒 体 何 枚

庁 名
職 官 氏 名 印

年 月 日 提 出

（表は略）

参 考
１ 用紙の寸法は、日本産業規格Ａ列４とすること。
２～４ （略）
５ 現金を亡失し、又はその補塡を受けたものがあるときは、その旨及び金額を備考欄に記入すること。
６ 繰替払をしたときは、これを支払額に併算し、当月中に資金の補塡を受けていないものがあるときは、その旨
及び金額を備考欄に記入すること。後の月にこれに対する補塡を受けたときも、また同様とする。
７～１３ （略）

（以下略）

第六号書式（第四十八条関係）

何 省 （ 何 庁 ） 所 管

令 和 何 年 度

歳 入 歳 出 外 現 金 出 納 計 算 書

添 付 書 類

何 々

証 拠 書 類

書 面 何 冊 何 枚

記 録 媒 体 何 枚

庁 名

職 官 氏 名 印

年 月 日 提出

（表は略）

参 考

１ 用紙の寸法は、日本産業規格Ａ列４とすること。

２ 現金を亡失し、又はその補塡を受けたものがあるときは、その旨及び金額を備考欄に記入すること。

３ （略）

４ 証明期間が三月の場合の計算書には、「令和何年度」の下に「何年何月から何年何月までの分」と記入するこ

と。

第五号書式（第三十五条関係）

何 省 （ 何 庁 ） 所 管
最終の計算書のときは、平 成 何 年 度 その旨を記入すること。

何 年 何 月 分
何 々 会 計

前 渡 資 金 出 納 計 算 書
添 付 書 類

何 々
証 拠 書 類
書 面 何 冊 何 枚
記 録 媒 体 何 枚

庁 名
職 官 氏 名 印

年 月 日 提 出

（同左）

参 考
１ 用紙の寸法は、日本工業規格Ａ列４とすること。
２～４ （同左）
５ 現金を亡失し、又はその補てんを受けたものがあるときは、その旨及び金額を備考欄に記入すること。
６ 繰替払をしたときは、これを支払額に併算し、当月中に資金の補てんを受けていないものがあるときは、その
旨及び金額を備考欄に記入すること。後の月にこれに対する補てんを受けたときも、また同様とする。
７～１３ （同左）

（同左）

第六号書式（第四十八条関係）

何 省 （ 何 庁 ） 所 管

平 成 何 年 度

歳 入 歳 出 外 現 金 出 納 計 算 書

添 付 書 類

何 々

証 拠 書 類

書 面 何 冊 何 枚

記 録 媒 体 何 枚

庁 名

職 官 氏 名 印

年 月 日 提出

（同左）

参 考

１ 用紙の寸法は、日本工業規格Ａ列４とすること。

２ 現金を亡失し、又はその補てんを受けたものがあるときは、その旨及び金額を備考欄に記入すること。

３ （同左）

４ 証明期間が三月の場合の計算書には、「平成何年度」の下に「何年何月から何年何月までの分」と記入するこ

と。



第六号の二書式（第五十八条の二関係）

何 省 （ 何 庁 ） 所 管

令 和 何 年 度

何 々 会 計

債 務 負 担 額 計 算 書

添 付 書 類

何 々

証 拠 書 類

書 面 何 冊 何 枚

記 録 媒 体 何 枚

庁 名

職 官 氏 名 印

年 月 日 提 出

（その１）

債 務 負 担

（表は略）

参 考

１ 用紙の寸法は、日本産業規格Ａ列４とすること。

２～７ （略）

（その２）

債 務 負 担

（表は略）

参 考

１ 用紙の寸法は、日本産業規格Ａ列４とすること。

２～５ （略）

第六号の二書式（第五十八条の二関係）

何 省 （ 何 庁 ） 所 管

平 成 何 年 度

何 々 会 計

債 務 負 担 額 計 算 書

添 付 書 類

何 々

証 拠 書 類

書 面 何 冊 何 枚

記 録 媒 体 何 枚

庁 名

職 官 氏 名 印

年 月 日 提 出

（その１）

債 務 負 担

（同左）

参 考

１ 用紙の寸法は、日本工業規格Ａ列４とすること。

２～７ （同左）

（その２）

債 務 負 担

（同左）

参 考

１ 用紙の寸法は、日本工業規格Ａ列４とすること。

２～５ （同左）



第七号書式（第五十九条関係）

何 省 （ 何 庁 ） 所 管

令 和 何 年 度

何 々 会 計

物 品 管 理 計 算 書

添 付 書 類

何 々

証 拠 書 類

書 面 何 冊 何 枚

記 録 媒 体 何 枚

庁 名

職 官 氏 名 印

年 月 日 提 出

物 品 管 理

何 年 度 間 増 減
何年度末現在 何年度末現在

分類及び細分類 品 目 増 減 差 引 価格改定によ

数量 価 格 数量 価 格 数量 価 格 数量 価 格 る増又は減 数量 価 格

円 円 円 円 円 円何々（分類名）
何々（細分類名）

何 々
何々会計合計

品目別内訳
何 々

参 考

１ 用紙の寸法は、日本産業規格Ａ列４とすること。

２・３ （略）

４ 何年度間増減の欄中差引の欄に差引減があるときは、その数字にマイナスの記号を付して記入すること。

５ 何年度間増減の欄中価格改定による増又は減の欄には、価格改定による価格の差引増減額を記入するものとし、

差引減額があるときは、その数字にマイナスの記号を付して記入すること。

６ 証明期間が三月の場合の計算書には、「令和何年度」の下に「何年何月から何年何月までの分」と記入し、物

品管理の表は、この表の書式に準じて作成すること。

第七号書式（第五十九条関係）

何 省 （ 何 庁 ） 所 管

平 成 何 年 度

何 々 会 計

物 品 管 理 計 算 書

添 付 書 類

何 々

証 拠 書 類

書 面 何 冊 何 枚

記 録 媒 体 何 枚

庁 名

職 官 氏 名 印

年 月 日 提 出

物 品 管 理

平成何年度末 平 成 何 年 度 間 増 減 平成何年度末

分類及び細分類 品 目 現 在 増 減 差 引 価格改定によ 現 在

数量 価 格 数量 価 格 数量 価 格 数量 価 格 る増又は減 数量 価 格

円 円 円 円 円 円何々（分類名）
何々（細分類名）

何 々
何々会計合計

品目別内訳
何 々

参 考

１ 用紙の寸法は、日本工業規格Ａ列４とすること。

２・３ （同左）

４ 平成何年度間増減の欄中差引の欄に差引減があるときは、その数字にマイナスの記号を付して記入すること。

５ 平成何年度間増減の欄中価格改定による増又は減の欄には、価格改定による価格の差引増減額を記入するもの

とし、差引減額があるときは、その数字にマイナスの記号を付して記入すること。

６ 証明期間が三月の場合の計算書には、「平成何年度」の下に「何年何月から何年何月までの分」と記入し、物

品管理の表は、この表の書式に準じて作成すること。



第八号書式（第六十四条関係）
何 省 （ 何 庁 ） 所 管

令 和 何 年 度

何 々 会 計

国 有 財 産 増 減 及 び 現 在 額 計 算 書

添 付 書 類

何 々

証拠書類

書面 何冊何枚

記録媒体 何枚

庁 名

職 官 氏 名 印

年 月 日 提 出

国 有 財 産 増 減 及 び 現 在 額

（分類）何々 （種類）何々 （部局名）何々

何 年 度 間 増 減
数 量 何年度末現在 何年度末現在

区 分 増 減 差 引 備 考
単 位

数量 価 格 数量 価 格 数量 価 格 数量 価 格 数量 価 格
円 円 円 円 円口 座 別 名 称

所 在 地 名
土地 平方メートル
立木竹（樹木） 本
立木竹（立木） 立方メートル
立木竹（竹） 束
立木竹 計
建 物（建面積） 平方メートル
建 物（延べ面積） 平方メートル
工作物
機械器具
船舶（汽船） 隻
船舶（汽船） ト ン
船舶（艦船） 隻
船舶（艦船） ト ン
船舶（雑船） 隻
船舶 計 隻
航空機 機
地上権等 平方メートル
特許権等 件
政府出資等
不動産の信託の受益権 件
合 計

ページ
参 考

１ 用紙の寸法は、日本産業規格Ｂ列４を標準とし、左とじとすること。

２～４ （略）

５ 何年度間増減の欄中差引の欄に差引減があるときは、その数字にマイナスの記号を付すること。

６ （略）

第八号書式（第六十四条関係）
何 省 （ 何 庁 ） 所 管

平 成 何 年 度

何 々 会 計

国 有 財 産 増 減 及 び 現 在 額 計 算 書

添 付 書 類

何 々

証拠書類

書面 何冊何枚

記録媒体 何枚

庁 名

職 官 氏 名 印

年 月 日 提 出

国 有 財 産 増 減 及 び 現 在 額

（分類）何々 （種類）何々 （部局名）何々

平 成 何 年 平 成 何 年 度 間 増 減 平 成 何 年
数 量

区 分 度 末 現 在 増 減 差 引 度 末 現 在 備 考
単 位

数量 価 格 数量 価 格 数量 価 格 数量 価 格 数量 価 格
円 円 円 円 円口 座 別 名 称

所 在 地 名
土地 平方メートル
立木竹（樹木） 本
立木竹（立木） 立方メートル
立木竹（竹） 束
立木竹 計
建 物（建面積） 平方メートル
建 物（延べ面積） 平方メートル
工作物
機械器具
船舶（汽船） 隻
船舶（汽船） ト ン
船舶（艦船） 隻
船舶（艦船） ト ン
船舶（雑船） 隻
船舶 計 隻
航空機 機
地上権等 平方メートル
特許権等 件
政府出資等
不動産の信託の受益権 件
合 計

ページ
参 考

１ 用紙の寸法は、日本工業規格Ｂ列４を標準とし、左とじとすること。

２～４ （同左）

５ 平成何年度間増減の欄中差引の欄に差引減があるときは、その数字にマイナスの記号を付すること。

６ （同左）



第九号書式（第六十四条関係）

何 省 （ 何 庁 ） 所 管

令 和 何 年 度

何 々 会 計

国 有 財 産 無 償 貸 付 状 況 計 算 書

証拠書類

書面 何冊何枚

記録媒体 何枚

庁 名

職 官 氏 名 印

年 月 日 提 出

国 有 財 産 無 償 貸 付 状 況

何 年 度 間 増 減
用 途 数 量 何年度末現在 何年度末現在

増 減 差 引 備 考
区 分 単 位

数量 価 格 数量 価 格 数量 価 格 数量 価 格 数量 価 格
円 円 円 円 円用 途 別 名 称

所 在 地 名
土 地 平方メートル

樹 木 本
立

立 木 立方メートル
木

竹 束
竹

小 計

建 面 積 平方メートル
建 物

延べ面積 平方メートル

工 作 物

何 々

計 件

参 考

１ 用紙の寸法は、日本産業規格Ｂ列４を標準とし、左とじとすること。

２～５ （略）

６ 何年度間増減の欄中差引の欄に差引減があるときは、その数字にマイナスの記号を付すること。

７・８ （略）

第十号書式（第七十一条、第七十七条、第八十三条関係）

契 約 一 覧 表
何年何月分

（以下略）

第九号書式（第六十四条関係）

何 省 （ 何 庁 ） 所 管

平 成 何 年 度

何 々 会 計

国 有 財 産 無 償 貸 付 状 況 計 算 書

証拠書類

書面 何冊何枚

記録媒体 何枚

庁 名

職 官 氏 名 印

年 月 日 提 出

国 有 財 産 無 償 貸 付 状 況

平 成 何 年 平 成 何 年 度 間 増 減 平 成 何 年
用 途 数 量

度 末 現 在 増 減 差 引 度 末 現 在 備 考
区 分 単 位

数量 価 格 数量 価 格 数量 価 格 数量 価 格 数量 価 格
円 円 円 円 円用 途 別 名 称

所 在 地 名
土 地 平方メートル

樹 木 本
立

立 木 立方メートル
木

竹 束
竹

小 計

建 面 積 平方メートル
建 物

延べ面積 平方メートル

工 作 物

何 々

計 件

参 考

１ 用紙の寸法は、日本工業規格Ｂ列４を標準とし、左とじとすること。

２～５ （同左）

６ 平成何年度間増減の欄中差引の欄に差引減があるときは、その数字にマイナスの記号を付すること。

７・８ （同左）

第十号書式（第七十一条、第七十七条、第八十三条関係）

契 約 一 覧 表
平成何年何月分

（同左）


